
● 観察的動作評価とは

● 観察的動作評価を用いた研究の実際

質：動きの良し悪し

過程：どのように動いているか… 運動（動き）の質や過程を観察的に評価すること

運動の量や結果に着目すると…

運動の量 = 跳躍距離

• 「次は2m跳べるようにな
ることを目標にしよう！」

• 「前よりも記録が10cm伸
びたね！」

佐野研究室は，運動の質や過程への観察的評価の研究に取り組み，知の体系化を通して，

「運動が上手くなる・上達を実感できる・運動が分かる」運動指導の実現に貢献します

運動指導の質を向上させる観察的動作評価研究

スポーツ科学部 佐野孝研究室

A B 運動の質や過程に着目すると…

どれだけ跳ぶことができたか（結果） ① 膝と腰をよく曲げる

② 後方から腕を振る

③ 大きく前傾させる ④ 両足で体の前に着地

• 「膝と腰をよく曲げて跳ぶ
準備ができているね！」

• 「跳ぶ時にもう少し体を前
に倒してみよう！」

※指導の進め方の例※

• 一律の練習メニューや予備運動の設定

• 跳躍距離を競い運動意欲を向上

• 記録の変化を実感させる手立て

※指導の進め方の例※

• 個々人の課題に合わせた練習内容の提案

• 記録以外の褒めどころを作る

• 動きの変化から成長を実感させる手立て

研究とのつながりは？

例）跳躍距離に基づくオリジナルの練習法の効果検証

      基礎体力や運動能力と跳躍距離との関連分析 など

運動の質や過程の観点は，指導者の専門性に依存するため，
研究として扱いにくい（研究例も限られている）

… 対象の運動動作の観察的評価基準をつくることが中心的課題

跳び箱運動の開脚跳び動作（佐野ほか，2019）

① 動作観点の洗い出し

• 技の先行研究，文献，
技術書を網羅的に調査

• 技の専門家，熟練指導者
への聞き取り調査

• 技能レベルの異なる運動
者の動作資料の収集

② 評価基準の設定

• ①の動作観点から評価
に使う項目を精選

• 観察的な評価の可否を
ビデオ映像から判断

• 得点化のための評価段
階を設定

③ 評価結果の検証

• 評価の妥当性を検証
→ 基準の変数との関連

• 評価の客観性を検証
→ 複数人の評価の一致

• 評価の再現性を検証
→ 複数時点の評価の一致

助走の歩幅が合って（1）
スピードが安定している（2）

片足でジャンプし（4）
膝を軽く曲げて準備している（5）

つま先側に体重を乗せ（13）
弾むように踏み切り（15）
腕を振り上げている（12）

腕を前方に投げ出し（16）
腰が肩の高さまで上がる（17）

両手を揃えて同時に着き（18・19）
跳び箱を突き放している（20）

目線を着地位置に向け（23）
両足を揃えているか（24）

腰・膝を曲げて（27）
安定して着地している（28）
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★ データ取得が簡便

★ 指導に活用しやすい

★ どんな運動の動作
 にも応用可能

5

12

15
13

16

20

23

24

28

27

18･19

助走 予備踏み切り 踏み切り 第一空中 着手 第二空中 着地
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